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         牛 乳 の 無 機 成 分 に就 て
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                  森  茂 樹

   A.緒   言

 牛乳中の無機成分の含量は第1表 に示 す通 り約O.7%に すぎない。之を其の固形
    

物中の含量に換算 しても約5.5%に すぎない。

                TABLE l

         c・m・・・・…nl-・milk 1 1" tg8?ldm"k
                    %       %

         Wate「        87.17     -

         Fat                  3.69         28.76

         Casein            3.02       23.55

         Albumin          O.53       4.13

         Sugar              4.88        38.03

         Ash             O.71       5.53

 牛乳無機成分は量に於ては斯 くの如 く僅少であるけれさ も、其の生理的機能は甚大

である。 即ち其の質の良否 は牛乳の榮養贋を左右するに與つて効あるこε恰 もmilk

vitaminsε 同様である。例へばB. Surel)氏 が第2表 に示 す食物にて白鼠の飼 養試

験 を行つた結果を引用して牛乳無機成分の組成が牛乳の榮養贋を完全な らしめる上に

如何に有意義であるかを説開 しよ う。

 第2表 の食物の成分の うち脱脂勝乳は蛋白を約34%含 有 して居るが故に、此の食

物は蛋白源εして、少な くミも牛乳蛋白を17%含 有す。のみな らず牛乳中には鐵 分

が僅少であるが故に、之を拘樒 醒鐵 にて補ひ、且つVitamin A, B, D, Eの 各給源

を全部配合して居る。故に此の食物は白鼠に封する食物 εしては其の榮養素 の種類、

 1)B.Sure,エBio1. Chem.,69,41(1926)。
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品質、割合に於て何等鉄けたる鮎なきものである。

                TABLE 2

       
        .
       

       

       

       

       

       

       
          b

 理なるかな。此の食物 にて白鼠 を飼育して見れば雌雄共に能 く生長 し、第2代 を正

常に分娩哺育し、此の第2代 は亦能 く生長 した。然 るに此の第2代 の雌鼠は懐妊分娩

しない。 その原因は食物蛋白叉は無機成分の訣陪にあるS考 へ第2代 目に與へる食物

の蛋白を特殊 アミノ酸の添加 によつて修正し或 はSteenbock's salt mixture 32*を

2%だ け添加 しても第2代 目は分娩 しない。

 然 るに第2表 に示 し7食 物成分の うち拘樒酸鐡の代 りに第3表 に示す無機物を合計

0.25%添 加しτ第1代 目か ら飼育すれば第2代 は勿論の こε第3代 、第4代 、第5代

S永 遠に繁榮する。但 し第2代 目から此の改善食にて飼育 しても分娩 しない。

 今、 此の 原因 に 就て 考究 して見 るに此の飼育試験に用ゐた 脱脂粉乳は冬期舎飼

牛乳から製造 した ものであつた。然るに夏期放牧牛乳か ら製造 した脱脂粉乳を用ふれ

ば第3表 の盤類を特に加へずミも第2表 の食物 にて第2代 、第3代 ε順次に子孫を繁

榮するこSを 實験するのである。此の實験事實か ら考察すれば試験 に供 しナこ冬期牛乳

は夏期牛乳に比 して榮養贋が劣るこミは明瞭であつて、か ・る差が生ず るのは冬期牛

乳は第3表 に示 しtが 如 き無機監類 を欠除して居 るこSに 原因するこSも 亦明瞭で

             *Steenbock,s salt mixture 32
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あ る。

 即 ち斯 くの如 く微量 の無機成分 が含 まれて居 るミ否 εに よつて牛乳 及び その製品 の

榮養 贋に於 て上述 の如 く明瞭 に優劣の差 が生す る こミを思へ ば、牛乳無機成分 は僅 か

                TABLE 3

        Constltuents of minelal substances     Percentage

        Fe・citrate                     O.2000

        NaF                   O.0125

        MnSO4.4H,0          0。0125

        AIK(SO")2.12HaO             O。0125

        Na2SiO,                 O.Ol.95

0.7%内 外 に過 ぎ ないけれさ も牛 乳の榮養 償値 を上 下せ しめ る重要 な る要素で あ る こ

は丁解 され得や う。

 の み な らす 、牛 乳無機成分 の組成 如何は乳製品 の製造 上考慮すべ き働 きを なす ので

あ る。斯 くの如 く牛乳 無機 成分は牛 乳及び乳製品 が食用 に供せ らる ・際又 は工業 原料

に供せ らる ・際 に特 に考慮せ らるべ き成分 であ る。是 に於 て私 等 は先 づ各搾乳期 に於

け る牛乳無 機成分 に就 きて實験 精査 した るミころ、牛 乳 の榮 養贋 を高 める上 に考 慮す

べ き鮎 を獲見 した れば滋 に之を報告せん ミす。

  B.實 瞼 成 績

     a.實 験 材 料

 Ho!stein乳 牛2頭(C.W.S.號 及 びM.1.P.號)を 選 び1927年11月29日 を 實

験lli乳 の搾 取初 日εな しそれ よ り4週 目の搾乳を實瞼 に供 しナこ。 自口ちC.W.S.號 に

つ きては分娩後約15週 か ら約71週 目迄 の乳 を4週 間毎 に 實験 材料 に供 しM.1.P.

號 に つ きては 分娩後約3週 目か ら約43週 目迄 の 乳 を4週 間 毎に搾 取 して實験 に供

した。

 搾 乳 は 毎 日午前6時 、正午、午後6時 の3回 搾 乳で あつて毎 回の乳量 のaliquot

porti・nsを 集 めて供 試乳 εな した。今使用乳牛 の乳量v脂 肪 量 、之に封 す る飼料 等 を

掲げて實験結果 に封 す る考察の資に供 しや う。
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                                      TAB工.E 6

                                 Const三tue飢s Of Fodder.

     1)Maintenance.

     2) Production●

                                     TABLE 7

                               Constitu6nts of Fodder.

K、。d。, D£ ごt皇ll9愈 鷺2呈 ち脳rJ ・・一・5・・9・8 F・b・ ・6・・9・8

Feed'ng st"ff

。臨 。。譲1.。 T…1R賂.。 R£1.。 T…il.llf,1。n。 露1.。 T・ …R賠.。 R£1.。 T…1

                   1bs.  Ibs.  1bs,  1bs.  1bs.  1bs.  Ibs.  1bs.  1bs.  1bs.  lbs  lbs,

Hay        20.0  -  20。0 12.0  -  12.0 12.0  -  12.0  5.0  -  5.

Rice straw      5。0  -  5.0  4.0  -  4.0  4。0  -  4.0 10.(1  - ・10.O

Lucerne          -   一一   一   3.0   -   3.0   3、0   -   3.0   2.0   -   2・O

Beet pu1P        -   一   一   2.0  3・0  5.0  2.0  3.0  5.0  2.0  -   2。O

Wheat bran    1.5 2.5 4.0 1.0 2.5 3.5 1.0 2.5 3・5 20 6.0 8.O

Barley            -   4.0   4・0   -   4.0   4.0   -   4・0   4.0   -   1・0   1。O

Corn          -一.  2.0  2.0  -   2・0  2.O  -   2.0  2・0  -   2.0  2・

Beer cake       -  12.0 12.0  -  10.0 10.0  -   5.0  5.0  3.0 12。0 15.O

Soy bean cak6      -   2.0   2.0   -   2.0   2≦O   -   2.0   2.0   -   2。0   2。

Linseed cake     -  1.0  1.0  -  1.O  l。0  -   2.0  2・0  -   一   一

Diastase cake    -一  一  一  一  一  一  一  3・0  3・0  -  一  一

Dry matter    23.10 12.83 35.92.19.3015.0234.32 19・30 15.8735.18 19.04 12・373141

Digestible Protein O,84 2.28 3コ2 0.8.4 2.22 3.06 0.84 2.51 335 0.83 2.47 3.30

Starch value      6.87  8.72 15.58  6.78 10.51 17,29  6.78 11.43 18.21  7・70  8.08 15.78

Digestible Fat   O.25 0.53 0,78 0.20 0.54 0.74 0.20 0.59 0.79 0。24 0.61 0・84

                                       (5s)          '



                                                                                               TABLE 4

                                                                                    Yield of milk and fat content of M.P.1.

         D…ly・ ・1dl・・9:,・・、D…Y・ ・1d・・甜・・p…Y・ ・1d麟D…Y・ ・1d・・言曲・ID…Y・ ・1d・副D…Y・ ・ld!・器・・D…Y…d圃D…Y・ ・1d!・奮鷲・・D…Y・ ・1彊 ・ID…Y・ ・1織 ・UD…Y・ ・1織 ・D…Y・ ・1d圃

        憶舗灘欝驚…謙iill蟹講i醸1鞭lll羅l!蕪蝋1臓麟蓋難lli撒1繍、縫「端壁
           王lll:1彗:l lll:Ill.l lll:1=Feb●lll:1=M。,.、,8.,3.4§ 腰:1§:l l欄 二8§:1 講1:1§:l l鵬1・ll:l llll:ll:ll{サll:1葦:II 134・5--
           2026.03.4  929.53.8  63了}.5 --  329.0 -  229・53・8  3125。53・8  2830。02.9  262[・03.`, 2322.03。2  2114.03。7  1815.54.0           

2127。0 4.0  1030.0 3.6  7305 --  428.0 -  329・0 3・5       2929.0 3.1  2720.0 3。1  242`,5 3.2  2213.0 3.7  1915.0 34

           1111111翻llll、lll賑llll≡lll灘Ap為lllii llM。'欝:1;:l ll}ll ll llllミll!llill ll l購l l;lll.
           %3・.5i 401 14130。0 3.8 1133.03.1 828.0 -  728.03.4 427.0 3.6 228.53.9 3120.03.1 282り.5 3.3 2618.03.5・ 2313.03.9           

2629.5 4・Oi 1531・0 3.8 1231・5 -  927・0 -  827・0 3・5  528・53・5  328・5 3・3       291～1.0 371 2717.03.引 2412.5 4.4

           111 ll二∵!1111illill llii i llillillillil lliillliil…i畑lli掛1y311iill加,llli!llillll、
                       Illl§1:lll.ll lllp,・1= 1911:ll:l l識:、;§l Illl33:01291:1§:l lll:1隠 二9 諺}1:ll:{l lll:1§:ll 3112・0[生1                           

11§1:1§:量[llll:1= i鵠1:ll:l llll:ll:葦1網1:1= 1舞ll:1§:1、811:1§:1 鶴1:ll:1 憲ll:1§ ・IS・p・・粥1=暑1:1
                           26  29.5   3.8     23  29.5   一一     20  31.0   3.4     19  25.')   3.3     16  27.0   -      14  28.0   3。7     11  21.0   3.3      9  185   3.3      6  16.5   4.1      3  14.0   43
                   

         M・an G…84…Mean…51・ ・73 Mean・1・ ・1・ …M・an・8・313・65 M・ ㎜26・i…Mea・1・7・63・ ・M・an[・8・ ・1… 睡 ・・n l…3・361M・an…1…M・ ・n・6・ ・i・ …M・an l・4・53.・ ・IMea司 ・.34.・ ・

                                                                                               TABLE 5

                                                                                    Yield of milk and fat content of C.》V. S.

D… 劃D… 羅ID… 蚕 ・… 委翻D… 醐D… 到垂ID・・粥ID… 購D… 醐D・ ・擁D・ ・緋ID・ ・擁ID… 購D・ ・俳ID… 妻1藷IID…遡D…1曇 罐 ・…
1妻1藷lriD…1羅緩

}3輔 猟 彗碧縄1撚 ・ぎ22/熱饗 燕1義 綴lll顯 認ll騰1}1繍 讐魂噛 鍵 緊llil覇爆 蹉 隅 言懸}職 諺熱 煮}鞠1黙 「職1鰭 輝1懲i職ll襯1鞠 顯 …1職lll黙

蕪蔭iillほllll繕1叢lli擦」嶽i/}雲言灘1罎lll l擁欝l llliil iil隣il簸擁1蝶1鎌li撰…i灘灘i二1擾i鞭1灘欝甑lil懲ド/諜1

叢l/l醸lii i難「i/:輔lii懸」縷i冊難1臨灘il縢i:i;iLlili驚離l l ll鎌1離1鞭i難li:羅i顯雛雛lllilll

聴il灘藻ii灘//ll灘i難ll lllヨ鎌i熱i講i lli纒騰1礁illl」灘1磯1灘/i;織斗灘l ll難l
M。£1 …1諾 …1…11Meallll…:」Meal………謡IIMean励 。gl講 …1、1…M。羅1 :1扁[M。豊 …1,1…トM。藷 …ll、1;IM,ll …1。慧1,l!M諜;,llMealil… …1,31/Mea罧,llMeall………1,ll慌三1詰II3鴛M,。nl,83帥,霊…;…1,1;1、1 Meani 2s.、1 、.。6
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     b.分 析 方 法 及 び 其 の 結 果

 乳 汁 を重湯煎 上にて濃 縮 し之を小磁 製皿に集 め初 めは砂皿上 にて後 は直火 にて微熱

し噴 煙 を獲 せ ざ る塊 状物 εなるに至 らば之を粉 碑 し電氣櫨 内にて550^-600℃ に て時

々縄搾 しなが ら藪時 間保てば純 白の灰 分を得。從 つて水洗 によ り又 は酸化剤添加 によ

っ て灰 分を精製 す るこミな くして直 ちに以 上の灰分 を以て分析 用に供 した。

 灰 分 分析 は常 法 に よつ たが2-3の 成 分 に就て は別法 に從 つ ナこ。 郎 ち石灰 は先づ鰺

酸石灰 ミして 沈降せ しめ、 然 る後 硫酸石灰 ε して 秤量 し、 盛素 はVolhard戎 の

Silver Thlocyanate Ferric Alum Method1)に 從 つ て 定量 した が 滴 定 に際 し液 が混

濁 する不便 を避 くるた めエー テル添 加法2)を 選 んだ。

 鐵 はLeo Lorber3)氏 に 從 ひ アンモニヤ溶液 内 にてF'6'がSulphosalicylic acid

ミ反 慮 しナこ時 に生す る黄 色相を比較 して定量 しt。 今其 の分析 結果 を表 出すれば第8

表 及び 第9表 の通 りであ る。 但 し此 の藪値 は灰 分中か ら炭酸 量及び臨 酸不溶分量 を取

り除 きた る純灰 分中 の組成分奉で ある。

                 TABLE 8

  Composition of pure ash of milk at the successiv6 period of lactat1on.(M.1.P.)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1)Scott, Standard Methods of Chem。 Analysis 5,1.149.

 2)H.Beckurts, Die Methoden d. MaBanalyse, III,962(1912).

 3) Leo Lorber, Biochem. Z.,181,3)(1927).
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                  TABLE 9

  Composltion of pure ash of milk at the successive period of lactation.(C.W.S.)

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

な ほ 此 の 分 析 結 果 に 基 き 是 等 の 無 機 成 分 が 原 乳100g.中 に 存 在 す る量 に 換 算 す れ ば

第10表 及 第11表 ε な る 。 但 表 中 のAsh cQntentに 原 乳 か ら調 製 し た 灰 分 帥 ち

0.Ol%内 外 の 糎 酸 不 溶 分 及 び 炭 酸 を 含 む 灰 分 の 原 乳 に 封 す る 百 分 牽 で あ る 。

                  TABLE IO

        Amount of the ash-constituents of milk at the successiv6

              period of lactation.(M.1.P.)

   Constituent Ash             In 10Qg. milk

摯 ε}至。ビ ＼ 鴇rK、 ・IN・ 、・IM・ ・1…1・ ・,・、j・ 、・ 、1・ ・ 、IC1
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                TABLE ll

       Amount of the ash-constituents of milk at the success1ve

             period of lactation.(C.W.S.)

遮 塾L轄.堕 鯉i聖 。1讐鵡 里1鑑1⊥
         % I mg・  mg・ ト mg.  mg。 mg。  mg. mg・I rng.

N・v… 1927・ ・7111・83・4759・ ・5・7・5・ ・49・66・ …23・ ・5.77…8gi 59・66

器ll、1ち,1:ll騒:gg tg:翻:1訓 綴1:1鱗1:雛ll ll:14
Feb. 21  ,    0。751  175.18   68.37  20.36  164.98  0,05  242。56  14.95   62.48

M。.ch 21, 0.74・1・36.3876.・412・.44171.770.05269.7・ 、。.82…45.61

 April]7 ,   0・701 164.61  56・98 18.69 151・47 0・06 247.42 」1.70  51.82

M・yli), O・672…172・5160・0116・62139・740・06】91・2616鎚87・62

June  12  ,    0。72gl 177.67   73.90  18.76  157.20  0.07  230.82  11.80   69.22                                   

July  1()       o.731  179.18   64.37  19.09  160.22  0.05  217・16  18.15   80.13

A。g.7  。.7421214.6337.3517.91167.88。.。82、7.7417.39177.。5

S・P・ ・4  0・744・69ユ9528919・49174・49・ ・07249・19・ ・35169.82

8:::、l l:1器灘 冨:獺:劉 鼎1:1諜:ll翻 霧:11
                                   

 Nov.28    0.765 150.96 79.55 23.15 179.19 0.20 252,13  6.51 80.Ol
`

  C・ 實 瞼 結 果 に 劇 す る考 察

     & 搾 乳 期 と無 機 成 分 含 量

 乳 量 及び乳質 は乳牛の品種 、個性 、年 齢、飼料 、健 康状態 等に影響 せ らる ・こΣは

周知 であ るカ㌔ 叉 季節、氣象状態 、交配妊娠1)等 に よつ て も亦影響 せ られ るので あ る。

 加 之上記 の要 素がた ミへ 同一で あつ て も乳量 及乳質 が搾 乳期間 内にて或 る一定方 向

に攣移す る こεは幾多 の研究成績2)に よ りて知 り得 る。私 等 の實験 結果 に よる も牛 乳

無機成 分 の含 量は搾 乳期 の進行 ξ共 に相 配相關連 して攣動 す る。今 その興味 ある事 實

を 指摘考察 す るた めに各乳牛 に就て の搾乳量 、含脂量 、灰 分量 、及 び牛乳100g.中 の

圭 な る無機成 分量 を搾 乳期 に封 懸 して圖示すれ ば第1圖 乃至 第6圖 εな る。

 1) Sander, J■Agri, Sci.,17,339(1927).

 2)Drakeley, J. Agri, Sci。,17,118(192et).

   Simmon, Z. physiol. Chem.,55,516(1901).

   Trunz, rbid.,59,390(1903);40,263(1903).

   Nottbahm, Biochem. Z。,9餐,1(1919).

                 (41)
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               近 藤、  森

 試用乳牛の うちC.W.S,號 の搾乳期は500日 に も達 して居 る。之は多分、分娩後の

交配によつて懐妊 しなかつナこが爲めである。斯 くの如 く搾乳期が長期 に亘る揚合には

乳量及び乳質が正常で ない こミは豫測 し得 られる。けれさ も其の乳量及び乳質から推

察すれば500日 間に搾乳期を2度 繰 り返 して居るこεがわかる。即ち搾乳初期 から

250日 頃に第1搾 乳期 の乾期が來 た り、それ 以後 は第2期 の 搾乳期 が開始 せ られ

500日 頃に到 りて眞の乾期が到來したのである。故に實験の結果か ら見ればC.WS號

に就ては2度 の搾乳期に就て實験成績を得た こミになる。第1圖 乃至ng 4圖 によつて

明 らかなるが如 く乳量、脂肪量、無機成分量は搾乳期の進行 ミ共に規則的に檜減する。

脂肪量ε無機成分量εは李行的に増滅するが、ひミり乳量の増減 は之に反 して居る。

個 々の無機成分量 に就て見れば(第5及 第6圖 参照)加 里は搾乳期の進行 ε共に漸次

著 しく増加し(分 娩後約200日 にて最高に達す)然 る後規則的に減少 し乾期前に到れ

ば最 も少なし。石灰、燐酸、曹達等は加里εは逆に其の量を攣動 して居 るが瞳素は加

里εほf李 行的に攣動 して居る。即ち加里及び盛素 は脂肪量ミは 逆 に噌減 して居る

が石灰、燐酸、曹達等は脂肪量ε互に李行 して居る。斯 くの如 く牛乳無機成分の酸性

基 ε瞳基性基 ミが互譲 して磨減 するのは乳腺が乳を生産するに當つて生理上特定の無

機成分を増減せ しめて も乳の化學奉衝を保たせて所謂Milky appearanceを 常に與へ

るための妙作に外ならない。

 牛乳中の燐酸は其の大部分が無機態であるこεは想像 し得 らるるも有機態燐 も亦微

量ではない。1)牛乳脂肪量ε燐量ミが李行的 に移動するこεか ら考ふれば脂肪量 の櫓

減は盟に脂肪 その もの ・多少によつてのみ牛乳の品質榮養贋を上下せ しめるだけでは

なく脂肪の愉加は亦有機態燐の暦加を随件 して乳の榮養償を一暦高むるものである。

 苦土は搾乳期が進むに從つて増加の傾向を示して居るが、其の愛動 は 著 しくない、

けれさも三田村氏2)の研究によれば牛乳中 に苦土が微量た りεも増加 する時には酒精

凝固験査によつて陽性を呈す るが故に搾乳期による苦土の増減は注意すべきである。

 牛乳中には以上定量 した る無機成分の外 に微量ではあるがCu,Zn, Si、 Al, iMn, f,

 D E.Lenstrup, J. B三〇1. Chem.,70,200(1926).

 2) 三田村健太郎,札 幌農林學會報,90,679(1928).
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B,Ti, Rb,Li及 びSr・ 等が存在 して居る。此等の成分 は勿論、飼料、水質等によつ

て存否多少は不定なるも搾乳期によつても亦愛動あるこεは推知するこミが出來 る。

 以上論述せる如 く牛乳中の無機成分量は搾乳期に慮 じて規則的に3ζ相互的に憂動す

るのである。外観同様なる牛乳も其の成分量に於て止記の如 く著 しき差あるこεを察

知 して之を調節すれば直接食料に供される時には榮養贋は更 に高まり、之より乳製晶

が製造せ らるる時には其の品質が一暦高 まるのである。

     b.PとCaと の比

食伽 ・その うちの ・ ・C・ ・の鐘 ・浅 一1の 關 係 からはなるればR・・…

producing dictに なるこミは幾多の實験によつて 明瞭である。然 らば牛乳又 はその

製品(粉 乳」又は煉乳)の 如き電濁に幼兇の食物に供せ らるs物 質にあ りては特にPICa

の比償に就て 留意すべきである。今前記の實験結果 か ら全乳中 のP/Caを 算出すれ

ば第12表 の如 くになる。

                TABLE 12

         ÷ ・・…ilk・・t・uccess・ve画 …la・ ・・…n・

        

    
    

              mg・  mg・      mg・  mg.

     Nov, 29 1927     123.4   116.6   0.945   106.9   104.4   0.976

     Dec.27 ,,   123.1  99ユ  0.805  1U.9  104。8 0.937

    Jan.  24 1928    113.8   99.8   0.877   117・1   115.9   0.990

    Feb.  21   ,       116.6    99.2   0.850   117.9   107.4   0,911

     March 21 ,   109。4 105.5 0.964 12幻  119.4 0。973

    Apri117 ,    113.7  107.5  0.946  108.2  109.5  1.012

    May 15 ,   104・7 90.5 0・845  99.8  84・7 0・81

    June  12  ,      114・5    83.6   0・920   11鼠3   102・2   0.910

    July  10  ,,     112・2    90,0   0・802   114・4    96・2   0.840

    Aug. 7 ,,    137・6  8S.3  0.642  119・9  96・4  0。804

    Sept. 4  Js     181.1  106.3  0.586  124.6  110.3  0.8S5

    0ct。   2,  s,        一      一      一    119.3   110,玉   0.923

    0ct.  30,  ,,        一      一      一    126・9   115.8   0.912

    Nov.28, ,,    一   一   一  128.0 11L6 0.872

 t) S.]Karelitz&A. Shoh1, J. Bio1. Chem、,75;655(1927).
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 此の結果によれば搾乳期を通 じてPICaが1に 近づ くこミは稀であつて而も乾期 に

近づ くに從つて盆 々1よ り遠ざかる傾向を示してゐる。從つて牛乳及び其の製品を幼

見の食物 に供する揚合にはVitamin Dの 存否に留意すべきは勿論の こミ、燐 に豊富

なる物質を添加せばRicketsの 難を完全に免れ得 る理で ある。

     c・ 鐵 の 含 量

 牛乳中に鐵の含量が少ないこSは 夙に認められたる事實であつて最 近 にもWhole

milk dietに てAlbino ratを 飼育すればHaemoglob三n減 少のkめ に約10週 の後に

発死するこSが 報告せ られて居る。1)此の報告は從前の報告ε一致 した 事實であるが

                TABLE 13

             1ron content of cow,s milk.

 1)W.E. Krauss, J. Dairy Sci.,12,1,74(1929).

  RW. Titus&J. S. Hugnes, Ibidり90・

                 (46)



          乳汁に關する研究第1報 牛乳の無機成分に就て

牛乳中の鐵の含量は實験者によつて著 しくちがつて報 告せられて居る。第13表 は 其

の結果を報告せ られた年代順に掲けて見ナニのであ る。

 斯 くの如 く著 しい差が生するのは、もεより乳牛の品種 、搾乳期等 も其の原因の一

部を占めて居 るのであるが其の大なる原因は定量法にあるので ある。從來、普通に探

用せ られた鐵の定量法である重量法、及び酸fヒ滴定法 による時は試液内の鐵以外の成

分をも鐵εして定量する嫌がある。從つて是等の方法による時には實在量よりも多 く

計上するこミ ・なる。之によつて鑑 みれば既 に定量報告せ られたる鐵量 の うちでは

Edelstein及 びCsonka氏 の結果が最 も眞に近か るべ く私等の實験結果 霊封照して考

察すれば牛乳中の鐵量 はその1立 中に02-O,7mg.が 眞の量であらう。

  D.要   約

1.Holstein乳 牛2頭 について約300日 間に亙つて4週 間毎 に探乳 してその無機成

  分量を定量 した。

2.其 の結果、乳量、脂肪量、全無機成分量等は相互間に相連關 して搾乳期の進行S

  共に規則正しく攣移するこεを認めた。

3.個 々の無機成分 も亦搾乳期に磨 じて規則的にその量を漿動する。その うち愛動量

  に於て最 も甚 しいのは加里ミ燐酸である。而して此の爾者は量に於て互に逆關係

  をな して憂動する。

4.叉 個 々の無機成分の うち酸性基ε聰基性基εは互譲的に増滅 して牛乳の化學李衝

  を保たしめて居 る。

5.牛 乳中のP/Caを 算出 して牛乳がRicket-producing dietに な り易きこミを指摘

  した。

6.牛 乳中の鐵含量 に就て從來報告せ られたるものを列畢して眞の含量を考察推定し

  たo

                (47 )
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 私等は文部省自然科學研究奨働費の補助によつて本研究を行つた。藪に同

省に封 し厚 く謝意を表 し度い。叉本研究に使 用せ し材料は大阪府豊中町志方

農藝科學研究所か ら得ナこ。藪に所長志方貞三氏及び乳牛の飼養管理の勢をε

られた井街農學士に封 して深謝する。

            1929年12月9日
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